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 （論文審査の要旨） 
 本論文は，「骨盤・下肢の骨折固定法に関するバイオメカニクス解析」と題し，６章から構
成されている． 
第 1章「緒論」では，本格的な高齢時代において高齢骨折患者数の増加傾向と医工連携に
よる確実な治療方法の研究開発が求められている社会的背景を考慮しつつ臨床医療への工
学的アプローチの実際と従来の関わり方等と共に本研究の目的を詳細に説明している． 
第 2章「生体と FEM解析に関する基礎知識」では，本論文における基礎的な知識として，
解析対象である骨盤や大腿骨の構造、形態や機能，骨折治療における骨折分類と治療方法等
をバイオメカニクスの観点から詳述している． 
第 3 章「実験的歪解析」では，骨盤と大腿骨の模擬骨を対象とした荷重試験結果と FEM
解析結果の比較を行って骨表面で計測した歪値の一致により，有限要素解析に妥当性がある
ことを確認している． 
第 4章「骨盤多発骨折治療における骨盤傾斜の検討」では，事前に許可を得た患者事例に
より再現した骨モデルの FE 解析を行い，骨折固定部周辺の応力状態を明示すると共に臨床
報告との比較および高齢患者の骨盤傾斜姿勢の影響を検討した結果，高齢者特有の姿勢が骨
盤骨折の治癒を困難にする一因である可能性や仙骨 H字型骨折との関連性を明示した． 
第 5章「大腿骨転子下骨折の髄内釘固定術モデルにおける力学的検討」では，臨床事例を
忠実に再現した大腿骨モデルに基づく FEMシミュレーション解析により，骨折部および固定
する髄内釘インプラントの力学的状態を明らかにし、大腿骨転子下骨折の治療では髄内釘固
定とプレート固定を併用する手法の有用性等を示した． 
第 6章「結論」は，本論文の各章で得られた結果を総括している． 
 以上を要するに，本論文は骨折固定部周辺の力学的状態を明らかにし，高齢者の骨折治療
の確実化を目指す上で貴重な知見を提示し、医工連携研究が臨床的にも有意であると考え
る．よって博士論文として十分値するものと判定した． 
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 人口に占める高齢者の割合が増えると共に骨折患者数も増加し，高齢者固有とも思われる骨
折症例が少なく無い事、その中でも骨癒合不全のリスクが高い多発骨盤骨折や転子下骨折等を
本研究の対象とする必要性とその意義を十分理解している。また、この様な研究背景の下、本
研究での FEM によるシミュレーション解析の確証を得るために実験的歪解析結果との比較によ
り解析の妥当性を確認した上で患者事例を再現した骨モデルの解析を行って高齢者特有の姿勢
が骨盤骨折の治癒の難しさに影響を及ぼす可能性を有する等、成果を博士論文公聴会に於いて
も発表している。その結果，十分に論文内容を把握しており、博士として必要な専攻分野の関
連事項に関しても修得している事が確認できる。 
以上のことを考慮した結果、博士後期課程修了者としての資格を十分に有していると認めら
れる。よって最終試験は合格と判定した。 
 
